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ニューヨーカーが酒 (サケ)と い

う日本語を知っているように、マン

ハッタンでは、多くの酒屋が日本酒

を扱っています。ワインの人気に比

べると、まだまだ01染みが薄い日本

酒ですが、パーテイに日本酒を持参

するアメリカ人も珍しくありません。

しかし、不思議なことに、同じ銘柄

でも日本で飲む日本酒の方が格段

と美味しく感じます。

そして、舞台芸術も然り。例え

ば、1746年 に竹田出雲、三好松洛、

並木千柳が合作した『菅原伝授手

習鑑』の四段目『寺子屋』は有名な

歌舞伎の演目のひとつですが、菅

秀才のために喜んで身を落とす小

太郎と、その死を礼賛しつつも悲

しみに耐える松王丸と園生の前の

姿を堪能するには、日本で観嫁1する

と良いでしょう。

理由は、西洋と日本における悲

嫁1の差違です。例えば、西洋の代

表的な悲劇の筋は、ソフォクレスの

テーバイ王家を題材にした『オイデ

ィプス王』や『アンティゴネ』のよう

に、親族間の殺し合いの末、血族

が滅びるというものです。また、シ

ェークスピアの『ロミオとジュリエッ

ト』のように、子供達の死をもって

二家族間の対立が解消することは

あっても、自ら我が子を犠牲にして

恩ある方のお役に立つという筋を

見つけることは難しいです。西洋

と日本、共に「死」が悲嫁1の要です

が、その辛さをグッとこらえる人間

の内面を描いた『寺子屋』は日本文

化を象徴する悲劇だといえます。

日本で飲む日本酒と日本で観る日

本の舞台は、格別です。「美味しい

ね」と会話しながら飲むお酒と、

「良かったなあ」と観嫁1後に意見交

換ができる舞台、それらの根底に

は、仲間同士で価値観を共有する

時間、そして共感の喜びがあります。

私は、日本酒の旨さと歌舞伎の楽し

さに、渡米後、気がつきました。
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